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活動の目的

高梁には天守閣が現存する日本一高い山城・備中松山城
があるが、全国的な知名度は今一つである。そこで、「Think	
Globally、	Act	Locally」をスローガンに、地元での観光ガ
イドや郷土学習講師をするとともに、3ＤやVRなどの新し
い映像により登城が難しい高齢の方々が疑似体験できるコ
ンテンツを制作する。このコンテンツは、Web上で公開し、
地元の小・中学生や市民にも見ていだけるようにする。
また今後、東京で「城下町・高梁展」を開催し、城下町

の魅力を広く伝え、観光客誘致の一助とし地域の活性化に
つなげていきたい。

活動の内容及び経過

「Think	Globally」について、東京で予定していた「城
下町・備中高梁展」は、新型コロナの拡大により中止とし
た。代わりに「Web城下町高梁展」を制作・発信し、パネ
ルで展示予定だった写真やドローン映像、3D、CG映像な
どを公開した。
「Act	Locally」の部分では、「観光ミニガイド講座」を10
月と11月に２回開催した。また、市内小中学校でも郷土学
習の講師として関わった。

活動の成果・効果

○	「城下町・高梁展」用に新しく撮影した写真や動画をWeb
上で公開した。地元の小・中学校での郷土学習でも活用
され、郷土の魅力を伝えることができた。

○	映像だけでなく、人から人へ城下町・高梁の魅力を伝え
ていくため、「観光ミニガイド講座」を年２回開催するこ
とができた。この講座では、市内で郷土学習を実施する
学校の教員や、身近な方（友人、親戚等）に高梁の魅力
をガイドする方を対象とした。

○	市内中学校の郷土学習では、中学生が高梁の魅力をそれ
ぞれ１枚の新聞にした。これを「地元の中学生から城下
町魅力」のページとして発信することができた。

今後の課題と問題点

○	地域における活動として、観光ガイドや郷土学習講師を
今後、増やしていく必要がある。

○	コロナの状況によるが、新たに制作したコンテンツを学
校や高齢者ホーム等で上映する機会を増やしていきたい
と考える。

○	コロナ禍にあって、市外、全国に向けて、効果的に情報
発信していく方法を考える必要がある。

「Web城下町展」を作成し、ガイド講座や郷土学習講師として高梁の魅力を広めた
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